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1 ＩＣＴの活用
1.1 実施した授業例 ～一斉表示～

使用機器：iPad、プロジェクター、大型モニター

• プリントを写真に撮って表示

• Good Notes 5
• Youtube 



Good Notesを用いたプリントの表示



1 ＩＣＴの活用
1.1 実施した授業例 ～一人一台端末～

• クラスルーム
解いた問題集を写真に撮って

送信、添削して返却
• Meet
教員の画面をひとりひとりの

端末に表示
• スライド
個人発表

（プレゼンテーション）

• フォーム
相互評価、小テスト

• スプレッドシート

班活動結果を書き込んで報告

• ドキュメント 音声入力

古文の音読

• PDF編集

PDFデータで配布したプリント
に端末上で書き込み



生徒が書いて送信した画像に
端末上で書き込んだもの



1 ＩＣＴの活用
1.1 実施した授業例 ～オンライン授業～

• Meetで画面共有

• 問題を解く

→答えをフォームで送信

→教員が正答率を把握して解説

• 質問はMeetのチャット機能を使用



1 ＩＣＴの活用
1.２ 個別最適化の観点から

メリット
・できることが増えた

・視覚支援
画面共有により、手元に黒板がある状態
小さい文字も映せる→長文読解の解説◎

・紙か端末か、生徒が好きな方を選べる

・提出機能の活用
生徒の進捗状況や理解度がその場で把握できる



1 ＩＣＴの活用
1.２ 個別最適化の観点から

デメリット

・わかりやすく提示する→思考の機会を奪っていないか？

・見るものが増えたことで、どこを見ればいいか分からない

課題

・縦書きへの対応

・タブレットを持ってこない、充電してこない生徒への手立て



2 指導と評価の一体化
2.1 観点別評価 中間報告からの変化
1学期

評定 ５ ４ ３ ２ １

相対度数分布% 42 26 31 0 1

評定 ５ ４ ３ ２ １

相対度数分布% 57 27 11 1 4

2学期

適切な評価ができているか？
↓ 評価規準、評価材料の見直し



2 指導と評価の一体化
2.1 観点別評価
成果
・指導目標が明確化
・育てたい資質能力を意識した授業の実施

課題
・授業中の活動を評価する際、事前に十分な指導が必要

例）同じ課題を二回提出させる
→授業でできる学習活動の種類、量が減る

・評価計画がネックになり活動をやめてしまう

・計画～評価の煩雑さ 持続可能か？
・全職員に浸透するのか？



2 指導と評価の一体化
2.2 ルーブリック評価

課題

• ABCの基準を決めても曖昧な点や想定していない解答が
あり、教員間で差が生じる

• B評価のなかにもAに近い場合とCに近い場合があるが、
それらを同じ評価にすることは妥当か？

⇒点数（部分点や減点方式）評価のほうが相応しいものも
多く、課題によって評価方法を吟味する必要がある



2 指導と評価の一体化
2.3 主体的に取り組む態度
「提出すれば〇」ではない評価

日々課題の在り方を見直し

→課題の内容を小テストで問う

課題

・課題の意味付け 見直しの結果廃止されるものが多い？

⇔学習習慣を身につけさせたい学校方針との相反

・見て写すのが精一杯の生徒への指導



おわりに

ＩＣＴの利用
トライ＆エラーでできることが増えていく
活用アイデアの共有

指導と評価の一体化
教員が疲弊しない手立て
学習が苦手な生徒への対応


